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令和 2年 11月 11日 

各 位 

鹿児島相互信用金庫 

 

大崎町ＳＤＧs推進協議会への参画について 

 

鹿児島相互信用金庫（本店：鹿児島市、理事長：永倉悦雄）は、平成 30 年 10 月に表明した「そうしんＳＤ
Ｇs宣言」に基づく取組みの一環として、大崎町において設立される「大崎町ＳＤＧs推進協議会」へ参画する
こととし、以下のとおり協議会の設立に関する合同記者発表を開催しましたのでお知らせ致します。 
 

記 

１．背景と経緯 

平成 30年 4月、当金庫は大崎町及び慶應義塾大学 SFC研究所と「大崎町リサイクル未来創生プログラムの共

同開発に関する連携協定」を締結し、若者の進学機会の確保と Uターンを促進する「大崎町リサイクル未来創

生奨学パッケージ」の開発・実装や、多様な人材が集うにぎわい拠点としての当金庫旧店舗施設の提供など、

同町と連携した活動を実施して参りました。 

 この度、これまでゴミのリサイクルを通じて、世界からも注目されてきた大崎町の取組みを、循環型社会を

中心としたＳＤＧsの取組みとして更に前進させたいという大崎町の趣旨に賛同し、「大崎町ＳＤＧs推進協議

会」への参画に至りました。 

 当金庫は、同協議会における活動を通じて、持続可能な地域社会のモデルづくりに取り組み、鹿児島県内外

に広く発信することで、ＳＤＧsの普及促進に貢献して参ります。 

 

２．参画する組織名 

 大崎町ＳＤＧs推進協議会 

 

３．組織の目的 

 大崎町の掲げる「美しい循環がつながっていく大崎町- すべてのモノがリユース・リサイクルされて循環す

る町(サーキュラータウン)」の実現とＳＤＧsの普及啓発、ＳＤＧsの取り組みの横展開を図ります。 

 

４．設立時構成メンバー 

鹿児島県大崎町 / 鹿児島相互信用金庫 / 株式会社南日本放送 / 株式会社そらのまち/ 合作株式会社 

（ＳＤＧsパートナー：大崎町衛生自治会） 

 

５．大崎町ＳＤＧs推進協議会設立に関する合同記者発表 

開催日：令和 2年 11月 5日（木） 場所：鹿児島県市町村自治会館 

 
（記者会見の様子：左から、㈱そらのまち古川代表取締役、㈱南日本放送中野代表取締役社長、大崎町東町長、鹿児島相互 

信用金庫永倉理事長、合作㈱齊藤代表取締役） 
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６．本協議会において目指す未来の大崎町ヴィジョンマップ 

 

 

７．当金庫が本協議会において実現を目指す事業 

（１）概要 

① まちづくりファンドの組成 

全てのモノ（環境・経済・社会）がリユース・リサイクルされて循環する町の形成を、金融面から支援す

る「まちづくりファンド」の組成を目指します。 

② サーキュラービレッジ実現のための金融商品開発 

アウトサイド・イン・アプローチの視点を活用し、大崎町の地域課題を金融面から解決するための商品開

発を目指します。 

③ リサイクル未来創生奨学パッケージの完成 

未来の大崎町を担う若者の地元 Uターンを促進するため、平成 30年から大崎町と連携して取り組んでいる

「リサイクル未来創生奨学パッケージ」を地域の各主体とのパートナーシップの下、完成を目指します。 

④ 事業承継支援パッケージの構築 

 大崎町及びその他機関と連携し、新たな手法を用いつつ、地域の事業者の円滑な事業承継を実現する統括

的なパッケージの構築を目指します。 

（２）事業の実現を通じて達成を目指すゴール 

 

ＳＤＧs目標８：「働きがいも経済成長も」 

 包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがい

のある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する。 

＜ターゲット 8.3＞ 

 生産活動や適切な雇用創出、起業、創造性及びイノベーションを支援する開発重視型

の政策を促進するとともに、金融サービスへのアクセス改善などを通じて、中小零細企

業の設立や成長を奨励する。 

 
以 上 

【本件に関する問い合わせ先】 
鹿児島相互信用金庫 そうしん地域おこし研究所（担当：本永・白石） 

〒890-0062 鹿児島市与次郎 1-6-30 電話：099-259-5222 FAX：099-259-5227 


